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かった｡このように不純物 ドープが光誘起相転移を誘起 したり､制御 したりする上で有用な手段であるこ
とが実証できた｡
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論文審査の結果の要旨
本論文は､層状ベロブスカイト型マンガン酸化物 La.5Sr15MnO,を母物質として､マンガンイオンの代
わりに不純物イオン (鉄イオン､クロムイオン､ガリウムイオン)を僅かに置換した系を対象として､そ
の電荷 ･軌道 ･スピン秩序のⅩ線誘起相転移に関する研究をまとめたものである｡本研究ではまず､不
純物置換により､電荷 ･軌道の秩序した反強磁性相と､電荷 ･軌道が無秩序状態である強磁性相の､2つ
の相が広い温度範囲で共存するようになることを見出した｡その共存温度領域においてⅩ線を照射する
ことにより､低温領域においては反強磁性相から強磁性相への転移が､また高温領域においては強磁性相
から反強磁性相への転移が双方向に起こることを発見した｡このⅩ線誘起相転移は一時的なものではな
く永続的なものである｡さらに､この観測された永続的な双方向X線誘起相転移は､準安定状態から最
安定状態にからなる二重井戸型ポテンシャルモデルを用いた解析によって理解できることを示した｡これ
らの転移の機構としては､系内に発生するフォノンやマグノンなどの低エネルギーの素励起が重要な役割
を果たしていると考えられる｡以上の実験結果と解析から､X線誘起相転移が置換する不純物イオンの種
類および置換量に依存することが実験的に示され､その定性的説明が与えられた.このような不純物 ドー
プによってX線誘起相転移を制御する研究は独創的であり､本論文は学位論文としてふさわしいものと
判断できる｡
申請者がこの研究を遂行したことは､自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有して
いることを示している｡従って八巻佑樹提出の論文は博士 (理学)の学位論文として合格と認める｡
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